
　
左
の
絵
は
、「
聖サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス

尼
格
刺
図
」
と
題
さ
れ
た
大
変
不
思

議
な
作
品
で
す
。
赤
い
服
の
印
象
の
あ
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
を
、
な
ん
と
水
墨
で
画
面
い
っ
ぱ
い
に
描
い
て
い
ま
す
。

作
者
の
久
保
提
多（
1
8
8
5
～
1
9
5
5
）は
、
画
家
と

し
て
は
無
名
で
す
が
、「
こ
ん
な
画
家
が
川
越
に
い
た
の

か
」と
驚
か
さ
れ
る
非
凡
な
画
技
を
備
え
た
人
物
で
し
た
。

　
青
森
県
出
身
の
提
多
は
、
明
治
37
年（
1
9
0
4
）、
東

京
美
術
学
校
日
本
画
本
科
に
特
待
生
と
し
て
入
学
し
ま

す
。
4
年
後
、
同
校
を
首
席
で
卒
業
し
、
故
郷
青
森
の
中

学
教
諭
と
な
り
ま
す
が
、
画
業
に
専
念
す
べ
く
再
上
京
。

し
か
し
、
不
況
に
よ
り
大
正
6
年（
1
9
1
7
）に
再
び
教

諭
と
な
り
、
そ
の
翌
年
、
県
立
川
越
中
学
校（
現
在
の
県

立
川
越
高
校
）に
転
任
し
退
任
ま
で
同
校
で
図
画
を
教
え

ま
し
た
。
教
員
を
本
分
と
す
る
提
多
は
、
作
品
を
展
覧
会

に
は
出
品
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
知
ら
れ
る
作
品
の
多

く
が
晩
年
の
作
で
す
。
作
風
に
彼
が
傾
倒
し
た
狩か

野の
う

芳ほ
う

崖が
い

に
連
な
る
明
治
期
の
趣
が
漂
う
の
は
、
流
行
に
左
右
さ
れ

ず
に
自
身
の
理
想
を
追
求
で
き
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
現
在
、
川
越
市
美
術
展
覧
会
で
優
れ
た
日
本
画
作
品
に

授
与
さ
れ
る
「
久
保
提
多
賞
」
は
、
提
多
の
死
後
、
遺
族

か
ら
の
寄
附
を
契
機
に
設
定
さ
れ
た
賞
で
、
提
多
の
功
績

を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
市
内
在
住
の
鈴す

ず

木き

常つ
ね

雄お

さ
ん
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
「
聖
尼
格
刺

図
」
は
、
12
月
20
日
㈭
か

ら
来
年
2
月
11
日
㈷
ま
で

の
常
設
展
第
4
期
で
、
公

開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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川
越
ゆ
か
り
の
美
の
巨
匠
た
ち
２ 

日
本
画
家
・
久く

保ぼ

提て
い

多と

　紅赤は、明治
31年（1898）
に木

き

崎
ざき

村
むら

針
はり

ヶ
が

谷
や

（現在のさいた
ま市）の主婦・山

やま

田
だ

いちが、自分の畑で八つ房と
いう品種から突然変異した新品種を発見し、広め
たサツマイモです。後に親戚の吉

よし

岡
おか

三
み

喜
き

蔵
ぞう

によっ
て「紅赤」と命名されます。
　味が優れていたため東京で評判となり、その後、
関東地方でも広く普及し、戦前は、東日本を代表
する品種となりました。川越周辺でも、明治時代
末期から大正時代にかけて紅赤の栽培が始まり、
主流となりました。戦中は、収穫量が多い別の品
種に一時変わりましたが、戦後復活した紅赤は「川

越いもの代名詞」「サツマ
イモの女王」とまで言われ
ました。しかし、昭和50
年代に入り、栽培しやすい
新品種の紅アズマなどが登
場すると、栽培面積が急激
に減り、今ではめったに手
に入らない品種となってしまいました。
　今年は、紅赤が発見されてから120年を迎え
る年。将来への生産保存のためにさまざまな記念
事業が企画されています。

川越いもの代名詞と言われた「紅赤」
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ど
ん
ぐ
り

季
節
が
夏
か
ら
秋
へ
と
移
り

変
わ
る
9
月
。
全
国
的
に

記
録
的
な
猛
暑
が
続
い
た
7
・
8

月
か
ら
打
っ
て
変
わ
り
、
9
月
は

雨
の
日
が
多
い
1
か
月
と
な
り
ま

し
た
。
涼
し
さ
を
感
じ
る
日
が
増

え
、
特
に
9
月
後
半
は
、
気
温
が

ぐ
っ
と
下
が
る
日
も
あ
り
、
秋
の

訪
れ
を
感
じ
ま
す
。

川
越
の
秋
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
と
い
え
ば
、
も
ち
ろ
ん

「
川
越
ま
つ
り
」。
昨
年
の
川
越
ま

つ
り
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
雨
が

っ
ぱ
を
着
る
山だ

車し

な
ど
、
晴
れ
の

川
越
ま
つ
り

と
は
違
う
一

面
を
見
ら
れ

た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
開
催
は

10
月
20
日
㈯
・
21

日
㈰
。
19
台
の
山

車
が
参
加
予
定
で

す
。
ど
う
か
今
年

は
、
爽
や
か
な
秋

晴
れ
の
も
と
開
催

で
き
ま
す
よ
う
に
。

昨年の山車巡行の様子昨年の山車巡行の様子




